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(57)【要約】
【課題】給水管内から給水口内にわたる部分を容易に洗
浄することができ、しかも内視鏡への給水量の制御に問
題が生じない内視鏡用給水装置を提供すること。
【解決手段】給水口５が給水受け口金２５に接続されて
いない状態では閉じていて、給水口５が給水受け口金２
５に接続されることにより強制的に開状態になる給水路
弁１５を、給水口５部分に設けると共に、給水口５が給
水受け口金２５に接続された状態では給水管３と給水口
５とを連通させる状態に開き、給水口５が給水受け口金
２５に接続されていない状態においては、通常は給水管
３と給水口５との間を塞ぎ、給水管３内と給水口５内と
の間に一定以上の差圧が生じた状態になると、それによ
って開いて給水管３と給水口５とを連通させる差圧開閉
弁１８を給水口５内に設けた。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】加圧された給水タンク内の水を内視鏡に送
り込むために、上記給水タンクから延出する給水管の先
端に設けられた給水口が、上記内視鏡の給水受け口金に
着脱自在に接続される内視鏡用給水装置において、
上記給水口が上記給水受け口金に接続されていない状態
では閉じていて、上記給水口が上記給水受け口金に接続
されることにより強制的に開状態になる給水路弁を、上
記給水口部分に設けると共に、
上記給水口が上記給水受け口金に接続された状態では上
記給水管と上記給水口とを連通させる状態に開き、上記
給水口が上記給水受け口金に接続されていない状態にお
いては、通常は上記給水管と上記給水口との間を塞ぎ、
上記給水管内と上記給水口内との間に一定以上の差圧が
生じた状態になると、それによって開いて上記給水管と
上記給水口とを連通させる差圧開閉弁を、上記給水口内
に設けたことを特徴とする内視鏡用給水装置。
【請求項２】上記給水口が上記給水受け口金に接続され
ていない状態において、上記給水管内の圧力が上記給水
口部分の圧力より一定以上高くなることにより上記差圧
開閉弁が開く請求項１記載の内視鏡用給水装置。
【請求項３】上記給水口が上記給水受け口金に接続され
ていない状態において、上記給水口部分の圧力が上記給
水管内の圧力より一定以上高くなることにより上記差圧
開閉弁が開く請求項１記載の内視鏡用給水装置。
【請求項４】上記給水口が、上記給水路弁を構成する筒
状部材の先端部分に形成されており、上記給水口が上記
給水受け口金に着脱されることにより、上記筒状部材が
軸線方向に移動して上記給水路弁が機械的に開閉される
請求項１、２又は３記載の内視鏡用給水装置。
【請求項５】上記差圧開閉弁が上記筒状部材に取り付け
られた弾力性のある閉鎖膜によって形成されていて、上
記給水口が上記給水受け口金に接続された状態では上記
閉鎖膜が上記筒状部材の内部通路を塞がず、上記給水口
が上記給水受け口金に接続されていない状態において
は、通常は上記閉鎖膜が上記筒状部材の内部通路を塞
ぎ、上記給水管内と上記給水口内との間に一定以上の差
圧が生じると、その差圧によって上記閉鎖膜が弾力的に
変形して上記筒状部材の内部通路を塞がない状態になる
請求項４記載の内視鏡用給水装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は、加圧された給水
タンク内の水を内視鏡に送り込むための内視鏡用給水装
置に関する。
【０００２】
【従来の技術】内視鏡用給水装置は一般に、加圧された
給水タンク内の水を内視鏡に送り込むために、給水タン
クから延出する給水管の先端に設けられた給水口が内視
鏡の給水受け口金に着脱自在に接続されるようになって
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いる。
【０００３】しかし、単純にそのような構成をとると、
内視鏡の給水受け口金から給水管を抜いた後、給水管内
の水が給水口から滴り落ちてしまうので、給水口が給水
受け口金に接続されていない状態では給水口を塞ぐよう
になる給水路弁が設けられたものがある（特公平１－４
６１４１号）。
【０００４】また、同じ目的で、給水管内の圧力が給水
口部分の圧力より一定以上高くなった時だけ開く差圧開
閉弁を、給水口内に設けたものもある（実開平３－７３
１０１号）。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】近年、内視鏡を介する
感染の可能性をより完全に無くすために、内視鏡本体だ
けでなくあらゆる付属品類も洗浄消毒を行えるようにす
ることが望まれている。
【０００６】しかし、上述の従来の内視鏡用給水装置の
うち前者のものは、給水口が給水受け口金に接続されて
いない時には給水口が閉塞されてしまうので、給水管内
から給水口内にわたる部分を洗浄することが困難であ
る。
【０００７】また、後者のものは、給水管側から給水口
側に洗浄水を通すことができるが、内視鏡への給水を行
う通常の使用時に、一定以上の圧力がないと差圧開閉弁
が開かないので、その部分での圧力損失が送水量の制御
に影響を及ぼして、送水量が所定以下になったり不安定
になったりして好ましくない。
【０００８】そこで本発明は、給水管内から給水口内に
わたる部分を容易に洗浄することができ、しかも内視鏡
への給水量の制御に問題が生じない内視鏡用給水装置を
提供することを目的とする。
【０００９】
【課題を解決するための手段】上記の目的を達成するた
め、本発明の内視鏡用給水装置は、加圧された給水タン
ク内の水を内視鏡に送り込むために、給水タンクから延
出する給水管の先端に設けられた給水口が、内視鏡の給
水受け口金に着脱自在に接続される内視鏡用給水装置に
おいて、給水口が給水受け口金に接続されていない状態
では閉じていて、給水口が給水受け口金に接続されるこ
とにより強制的に開状態になる給水路弁を、給水口部分
に設けると共に、給水口が給水受け口金に接続された状
態では給水管と給水口とを連通させる状態に開き、給水
口が給水受け口金に接続されていない状態においては、
通常は給水管と給水口との間を塞ぎ、給水管内と給水口
内との間に一定以上の差圧が生じた状態になると、それ
によって開いて給水管と給水口とを連通させる差圧開閉
弁を、給水口内に設けたものである。
【００１０】なお、給水口が給水受け口金に接続されて
いない状態において、給水管内の圧力が給水口部分の圧
力より一定以上高くなることにより差圧開閉弁が開くよ
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うにしてもよく、或いは、給水口部分の圧力が給水管内
の圧力より一定以上高くなることにより差圧開閉弁が開
くようにしてもよい。
【００１１】また、給水口が、給水路弁を構成する筒状
部材の先端部分に形成されており、給水口が給水受け口
金に着脱されることにより、筒状部材が軸線方向に移動
して給水路弁が機械的に開閉されるようにしてもよい。
【００１２】また、差圧開閉弁が筒状部材に取り付けら
れた弾力性のある閉鎖膜によって形成されていて、給水
口が給水受け口金に接続された状態では閉鎖膜が筒状部
材の内部通路を塞がず、給水口が給水受け口金に接続さ
れていない状態においては、通常は閉鎖膜が筒状部材の
内部通路を塞ぎ、給水管内と給水口内との間に一定以上
の差圧が生じると、その差圧によって閉鎖膜が弾力的に
変形して筒状部材の内部通路を塞がない状態になるよう
にしてもよい。
【００１３】
【発明の実施の形態】図面を参照して本発明の実施例を
説明する。図８は内視鏡用給水装置を略示しており、水
が貯留された給水タンク１の蓋部１ａから側方に突設さ
れた接続管２が、光源装置５０に内蔵された送気ポンプ
５１に接続されて、給水タンク１内の水が加圧されるよ
うになっている。
【００１４】給水タンク１の底部近傍に一端が開口する
給水管３が給水タンク１の蓋部１ａから上方に延出して
おり、蓋部１ａ内に開口する給気管４が給水管３の回り
を囲む二重管構造に構成されている。したがって、給水
タンク１内の加圧水が給水管３内に送り込まれ、加圧空
気が給気管４内に送り込まれる。
【００１５】なお、図９に示されるように、給水タンク
１の蓋部１ａには、給水管３の下流側と給水タンク１内
の空間とが連通する状態に切り換え可能なコック６が取
り付けられているが、図８にはコック６の図示は省略さ
れている。
【００１６】図８に示される２３と２２は、内視鏡２０
内に挿通配置された送水管路と送気管路であり、光源装
置５０に接続されるライトガイドコネクタ２１の側面部
には、送水管路２３と送気管路２２に連通する給水受け
口金２５と給気受け口金２４が、給水受け口金２５を内
側にして二重筒状に形成されている。
【００１７】このような構成により、給水管３の先端出
口である給水口５と給気管４とが、内視鏡２０の給水受
け口金２５と給気受け口金２４とに対して着脱自在に接
続され、給水管３と給気管４を経由して送水管路２３と
送気管路２２に水と空気が供給される。そして、図示さ
れていない内視鏡操作部に配置された操作弁によって送
気送水操作が行われる。
【００１８】図１は、内視鏡２０の給水受け口金２５と
給気受け口金２４に対して着脱自在な給水管３と給気管
４の先端部分の第１の実施例を示しており、給気管４の
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先端に接続固定された中空ケーシング状の通気口金１０
の先端面には、内視鏡２０の給気受け口金２４内に連通
する通気孔１１が形成され、通気口金１０の外周面に
は、クリック用のＣリング１３が装着されている。１９
ａはシール用のＯリングである。
【００１９】また、給水管３の先端に接続固定された中
空ケーシング状の通水口金１２が、通気口金１０内に固
定されている。１４は、給気管４内の空気を通気口金１
０内に導くための通気路である。
【００２０】給水口５は、基端部分が塞がった円筒状の
給水路弁１５の先端部分によって形成されており、その
給水路弁１５の基端寄りの部分は、通水口金１２に形成
された孔内に軸線方向に進退自在に嵌挿されている。１
９ｂはシール用のＯリングである。
【００２１】給水路弁１５は、圧縮コイルスプリング１
６によって常時先端側に押し出される方向に付勢されて
おり、鍔状のストッパ１５ａによって、図１に示される
ように通常状態の位置決めがされている。
【００２２】給水路弁１５の基端近傍の側面には、通常
状態において半分程度だけ通水口金１２内に開口する通
水孔１７が、給水路弁１５の内部通路を介して給水管３
と連通する状態に形成されている。
【００２３】ただし、通水口金１２内に開口する通水孔
１７の半部を外側から塞ぐ状態に、例えばシリコンゴム
等のように弾力性のある材料からなる筒状の差圧開閉弁
１８が、給水路弁１５の基端に取り付けられている。
【００２４】この実施例の差圧開閉弁１８は、図１に示
されるように自由端側が内窄まりの形状に形成されてお
り、内側の通水孔１７側から圧力が加わっても開き方向
に変形しないが、外側から一定以上の圧力が加われば、
弾力的に変形して通水孔１７を給水管３内と連通させ
る。
【００２５】このように構成された実施例の内視鏡用給
水装置は、図２に示されるように、給水口５が内視鏡２
０の給水受け口金２５に接続された状態では、給水路弁
１５が、給水受け口金２５の床面部によって圧縮コイル
スプリング１６の付勢力に抗して通水口金１２内に機械
的に強制的に押し込まれる。
【００２６】その結果、差圧開閉弁１８によって覆われ
ていない通水孔１７の半部が通水口金１２内に開口し、
通水口金１２内を経由して給水管３内と給水口５とが連
通するので、給水路弁１５の内部通路等を経由して給水
管３内と送水管路２３とが連通した状態になる。２９は
シール用のＯリングである。
【００２７】そして、図１に示されるように給水口５が
内視鏡２０側の給水受け口金２５に接続されていない状
態においては、給気管４を介して給水タンク１内がほぼ
大気圧に近い圧力になっており、通水孔１７が差圧開閉
弁１８で塞がれることにより、給水管３と給水口５との
間が塞がれている。したがって、給水口５を下に向けて
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も、給水管３内に溜まっている水が給水口５から滴り落
ちない。
【００２８】そして、内視鏡検査終了後には、図３に示
されるように、給水タンク１から蓋部１ａを取り外し
て、給水管３の基端側に注射器３０等を接続して洗浄液
を給水管３内に注入する。
【００２９】すると、給水管３内と給水口５内との差圧
が差圧開閉弁１８を弾力的に変形させる程度に大きくな
ることにより、図４に示されるように差圧開閉弁１８が
押し開かれて洗浄液が給水口５から送り出され、給水管
３内から通水口金１２内と給水路弁１５内を経由して給
水口５内までの給水路内が洗浄される。
【００３０】図５は、本発明の第２の実施例を示してお
り、差圧開閉弁１８の自由端側が末広がり状に形成され
ている。その結果、差圧開閉弁１８は外側から圧力が加
わっても開き方向に変形しないが、内側の通水孔１７側
から一定以上の圧力が加われば弾力的に変形して通水孔
１７を通水口金１２内に開口させる。その他の部分は上
述の第１の実施例と同じである。
【００３１】このように構成された第２の実施例の内視
鏡用給水装置は、給水口５が内視鏡２０の給水受け口金
２５に接続された状態では、図２に示される第１の実施
例の場合と同様にして、給水管３内と送水管路２３とが
連通した状態になる。
【００３２】そして、図５に示されるように給水口５が
内視鏡２０側の給水受け口金２５に接続されていない状
態においては、通水孔１７が差圧開閉弁１８で塞がれて
いて、給水管３と給水口５との間が塞がれているので、
給水管３内に溜まっている水が給水口５から滴り落ちな
い。
【００３３】そして、内視鏡検査終了後には、図６に示
されるように、給水タンク１から蓋部１ａを取り外し、
給水口５に注射器３０等を接続して洗浄液を給水口５か
ら注入する。
【００３４】すると、給水管３内と給水口５内との差圧
が差圧開閉弁１８を弾力的に変形させる程度に大きくな
ることにより、図７に示されるように差圧開閉弁１８が
押し開かれて洗浄液が給水管３の基端側から送り出さ
れ、給水口５内から給水路弁１５内と通水口金１２内を
経由して給水管３内が洗浄される。
【００３５】
【発明の効果】本発明によれば、給水口が内視鏡の給水
受け口金に接続されていない状態では通常は差圧開閉弁
が給水管と給水口との間を塞いで、給水路弁が閉じた状
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態になるので給水管内の水が滴り落ちず、また、給水管
内と給水口内との間に一定以上の差圧が生じた状態にな
ると、それによって差圧開閉弁が開いて給水管と給水口
とを連通させるので、それらの内部に洗浄液を流して容
易に洗浄することができ、さらに、給水口が給水受け口
金に接続されることにより給水路弁が強制的に開状態に
なるので、その部分において圧力損失が発生せず、内視
鏡への給水量の制御に問題が生じない。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施例の内視鏡用給水装置の給
水口が内視鏡側に接続されていない状態の給水口付近の
側面断面図である。
【図２】本発明の第１の実施例の内視鏡用給水装置の給
水口が内視鏡側に接続された状態の給水口付近の側面断
面図である。
【図３】本発明の第１の実施例の内視鏡用給水装置の給
水路内を洗浄する状態の略示図である。
【図４】本発明の第１の実施例の内視鏡用給水装置の給
水路内を洗浄する際の給水口付近の側面断面図である。
【図５】本発明の第２の実施例の内視鏡用給水装置の給
水口が内視鏡側に接続されていない状態の給水口付近の
側面断面図である。
【図６】本発明の第２の実施例の内視鏡用給水装置の給
水路内を洗浄する状態の略示図である。
【図７】本発明の第２の実施例の内視鏡用給水装置の給
水路内を洗浄する際の給水口付近の側面断面図である。
【図８】本発明の実施例の内視鏡用給水装置の全体構成
の略示図である。
【図９】本発明の実施例の内視鏡用給水装置の給水タン
ク付近の側面断面図である。
【符号の説明】
１  給水タンク
２  接続管
３  給水管
４  給気管
５  給水口
１５  給水路弁
１６  圧縮コイルスプリング
１７  通水孔
１８  差圧開閉弁
２０  内視鏡
２４  給気受け口金
２５  給水受け口金
５１  送気ポンプ
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